
 

 

契約監視委員会議事概要 

 

 

期日：令和 8 年 1 月 29 日（木）14 時 00 分～17 時 00 分 

 

 

出席委員 

    ○委員長 手島 貴弘 （公認会計士・税理士） 

    ○委員  大泉 みどり（建築士） 

小屋 寛   (国立大学法人山形大学監事） 

 

 

１ 委員長の選出について 

  本委員会委員による互選により手島委員が委員長に選出された。 

 

２ 抽出案件の審議について 

  令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日までの間に締結した契約案件 188 件（工事

28 件、物品及び役務 160 件））のうち、委員が事前に抽出した契約案件 17 件（工事 6

件、物品及び役務 11 件）について、学内事務担当者より概要を説明した後、質疑応答

を行った。 

その後の講評において、委員長から以下のとおり意見の具申があった。 

 

 

 契約全体の傾向について 

  一者応札等の指標に改善が見られる。引き続き契約手続きにおける公正性、競争

性及び透明性の確保に努められたい。 

 

基盤教育 1 号館等照明設備改修工事（施設部） 

  契約金額が予定価格よりも大幅に低価格になったことから、規程に則り実施した

低入札価格調査の結果を踏まえ、今後の予定価格の積算等を工夫するなどし、他キ

ャンパスの同様の工事においても参考にされたい。 

 

内視鏡システム一式（飯田キャンパス） 

  医療機器の契約において、賃貸借契約に保守委託の内容を含めるか否かについて

基準等を定めることにより効率的な調達となるよう検討願いたい。 

 

ウズベキスタン「ビジネス開発銀行(BDB)」向け山形大学起業家育成プログラムにお

けるオンデマンド配信動画、テキスト等のウズベク語への翻訳・動画編集作業（小

白川キャンパス） 

  特殊な言語への対応が必要な案件であるが、随意契約の適用理由が十分納得のい

くものとは見受けられないおそれがあり、事前の市場調査や企画競争等の手続きも

検討願いたい。 


